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昨
年
４
月
、「
杉
並
の
教
育
を
考
え
る
懇
談
会
」（
委
員
一
一
名
／
会
長
＝
小
林
登
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
が
設
置
さ
れ
、　

世
紀
の
杉
並
の
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
や
方
向
性
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

２１

の
た
び
、
そ
の
提
言
書
が
教
育
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
、
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
提
言
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
魅
力
あ
る
杉
並
の
教
育
の
実
現
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。 

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
へ
。

　
　

世
紀
こ
そ
、
杉
並
か
ら

２１
「
子
ど
も
の
世
紀
」
に
し
、
わ

が
国
、
さ
ら
に
は
世
界
の
子
ど

も
た
ち
が
「
生
き
る
喜
び
い
っ

ぱ
い
」
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
教
育
の
基
本

的
考
え
方
に
つ
い
て
、
�
「
関

係
」
「
共
生
」
「
共
創
」
を
柱

と
し
、
「
人
間
の
時
代
」
「
心

の
時
代
」
に
照
ら
し
た
教
育
が

必
要
�　

世
紀
は
、
子
ど
も
の

２１

　

世
紀
こ
そ
、

21

子
ど
も
の
世
紀
に

権
利
を
認
め
た
新
し
い
子
ど
も

観
の
時
代
で
あ
る
�
育
児
・
保

育
・
教
育
を
分
け
る
こ
と
な

く
、
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う

人
間
の
営
み
と
し
て
、
包
括
的

に
と
ら
え
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

が
必
要
、
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

世
紀
を
展
望
し
た
杉
並
の

２１
教
育
の
理
念
と
し
て
、
あ
る
べ

き
姿
・
方
向
性
を
次
の
六
つ
に

整
理
し
示
し
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る

杉
並
の
教
育

　

魅
力
あ
る
杉
並
の
教
育
の
実

現
に
向
け
て
、
五
つ
の
柱
に
分

け
、
二
〇
項
目
が
提
言
さ
れ
て

い
ま
す
。

１
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た

め
に

�
特
色
あ
る
教
育
課
程
の
編
成

を
進
め
る

�
学
級
運
営
の
弾
力
化
を
図
る

�
「
い
じ
め
」
を
許
さ
な
い
指

導
体
制
を
つ
く
る

�
子
ど
も
た
ち
の
意
見
・
参
画

を
重
視
す
る

�
学
校
施
設
の
「
人
間
化
」
を

め
ざ
す

２
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
た

め
に

�
学
校
評
議
員
制
度
の
導
入
を

図
る

�
地
域
の
人
材
活
用
を
進
め
る

�
通
学
区
域
の
弾
力
化
を
図
る

�
不
登
校
へ
の
対
応
を
充
実
す

る
�
教
育
行
政
の
活
性
化
を
図
る

３
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
た

め
に

�
乳
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教

育
・
し
つ
け
の
充
実
を
図
る

�
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
す
る

�
育
児
へ
の
男
女
共
同
参
画
を

実
現
への
取
り
組
み

姿
勢
・
持
つ
べ
き
視
点

推
進
す
る

４
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
た

め
に

�
子
ど
も
と
大
人
の
共
同
体
験

の
場
を
つ
く
る

�
「
世
代
共
学
」
の
場
づ
く
り

を
進
め
る

�
学
校
と
地
域
の
仕
事
の
分
担

を
図
る

�
子
ど
も
の
学
習
環
境
を
支
え

る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め

る
５
充
実
し
た
社
会
教
育
の
た
め

に
�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進

め
る

�
社
会
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
精

選
す
る

�
学
社
融
合
の
取
り
組
み
を
進

め
るこの提言は、区政資料室（区役所西棟

２階）、各図書館でご覧になれます。

また、区のホームページにも掲載して

います。

http://www.city.suginami.tokyo.jp/

区民が創る「みどりの都市」杉並杉並区２１世紀ビジョン
私たちのまちの将来像

学ぶ喜びいっぱい3
基礎基本の学習の充実を根幹に置き、一人ひとり

の個性や能力を引き出し、主体性と創造性を発揮

できる教育が求められます。子どもたちが友達や、

教師とのふれあいを通じて、お互いの信頼関係を

築きながら、魅力ある学校生活を送ることができ

る教育活動の展開が重要です。

～学ぶ喜びいっぱいの学校づくりをめざして～

2
子どもたちの胸に大きな夢を描かせ、可能性に挑

戦できるよう、自ら考え学び育つ「学育」への転

換を進める必要があります。

～誰もが未来に向かい「夢を描ける」教育へ～

家庭と共に育てる5
基本的な生活習慣、人への思いやり、善悪の判断

やしつけはぬくもりのある家庭環境のなかで培わ

れます。子どもの資質や能力を育てる場となるよ

うに、家庭がその責任をしっかり果たされること

を強く望みます。

～教育の原点である家庭教育を重視する教育へ～

みんなで育てる 6
子どもたちを区民みんなの大切な財産（宝）として

とらえ、大人たち全員の目と手と心で、あたたかい

愛情を注ぎ、大人としての範を示しながら、区民み

んなで育てる教育環境づくりが極めて重要です。

～子どもたちを区民みんなの財産として育てよう～

参画で育てる 4
子どもたちが自分の考えをもち、判断し、発信し

ていくと同時に、他者の考えや意見を理解するコ

ミュニケーション能力が一層求められます。子ど

もたちが、自分の考えや意見を表わすことができ

る場面づくりが必要です。

～子どもたちの意見・参画を大切にして育てよう～

人として育てる 1
個を確立するための「自立心」と、社会の一員と

して必要な「公共心」とを、バランスよくしっか

り伸ばし、強くたくましく生きる力を育むことが

必要です。

～心豊かな地球市民づくりをめざして～

夢をいっぱい育む
はぐく
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江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が

れ
た
伝
統
の
技
。
竹
本
素
京

さ
ん
の
素 
浄
瑠
璃 
と
繊
細
で

じ
ょ
う
る
り

華
麗
な
人
形
の
動
き
を
ご 
堪 た

ん

 
能 
く
だ
さ
い
。

の
う

　

【
日
時
】
�
７
月　

日
�

２１

午
後
６
時　

分
開
演
（
６
時

３０

開
場
）
�
７
月　

日
�
午
後

２２

２
時
開
演（
１
時　

分
開
場
）

３０

【
出
演
】
結
城
孫
三
郎
、
結

城
一
糸
、
結
城
千
恵
ほ
か
／

義
太
夫
＝
竹
本
素
京【
内
容
】

「
伽
羅
先
代
萩
」
花
水
橋
の

場
、
飯
炊
の
場
、
御
殿
の
場
、

床
下
の
場

　

「
ビ
ー
ト
ル
ズ
」
や
ラ
テ

ン
な
ど
の
名
曲
を
究
極
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
、
至
高
の
音
色
で

お
届
け
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
午

２３

�
江
戸
糸
あ
や
つ
り
人
形
芝
居

結
城
座「 
伽  
羅  
先  
代  
萩 
」

め
い 
ぼ
く 
せ
ん 
だ
い 
は
ぎ

渡
辺
香
津
美
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
・
ソ
ロ

コ
ン
サ
ー
ト

後
７
時
開
演
（
６
時　

分
開

３０

場
）【
曲
目
】
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

森
、
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
ほ
か

☆

　

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

）【
入
場

２２

３２

料
】
全
席
指
定
三
五
〇
〇
円

（
会
員
割
引
あ
り
）【
販
売
開

始
】
４
月　

日
�
午
後
１
時

１３

【
販
売
窓
口
】
�
文
化
・
交

流
協
会
（
上
荻
３
―　

―
５

２９

杉
並
会
館
）
※
初
日
は
電
話

予
約
の
み
�
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
区
役
所
内
店
（
西
棟

２
階
）
＝
�
�
と
も
月
〜
金

曜
日
（
祝
日
除
く
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
�
杉
並
公
会

堂
（
上
荻
１
―　

―　

）
午

２３

１５

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
月
曜

休
）
�
各
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
＝
開
館
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
８
時【
予
約
･
問
合
せ
】

文
化
･
交
流
協
会
文
化
係
�

５
３
１
１
‐
７
０
３
５

問い合
わせ

主な内容日　時審議会名

審
議
会
の
お
知
ら
せ

課
税
課

レ ジ 袋 税 の
検討

４月１７
日�
午前１０
　時～

レ
ジ
袋
税

調
査
会
議

地
域
課

地域活動支援
セ ン タ ー に
ついて

４月１７
日�・
２７日�
午後２
　時～

杉
並
の
地
域
活
動
を
す

す
め
る
区
民
懇
談
会

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

・５月の日程
について等
・明るい選挙
推進協議会に
ついて等
・都議会議員
選挙執行計画
について等

４月１０
日�・
１７日�
午前１０
　時～
２４日�
午後１
　時～

選
挙
管
理
委
員
会
定
例
会

区
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
改
善
と
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
利
用
状
況
や
満
足
度
な
ど
の

実
態
を
把
握
す
る
た
め
、　

年　

月
中
旬
か
ら　

年
１
月
中
旬
に
か
け
て
、
対
象
者
別
に
三
通
り
の
調
査
を
行
い

１２

１１

１３

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、　

歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
た
在
宅
の
方
（
七
三
三
〇
人
）
へ
の
調
査
に

６５

つ
い
て
、
そ
の
主
な
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
施
策
課
へ
。

　

認
定
結
果
を
ど
う
思
う
か
に

つ
い
て
は
、「
妥
当
で
あ
る
」
が

　

･
６
％
、「
思
っ
て
い
た
よ
り

５８も
低
め
（
軽
め
）」
が　

・
８

１７

％
、「
な
ん
と
も
い
え
な
い
」
が

　

・
５
％
で
し
た
。

１６
　

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
適
切
な

介
護
を
し
て
く
れ
る
か
に
つ
い

て
は
、「
し
て
く
れ
る
」
が　

・
５７

２
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
し

て
く
れ
る
」
が　

・
４
％
と
い

２８

う
回
答
で
し
た
。

　
　

月
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

１０
た
人
に
、
サ
ー
ビ
ス
全
般
の
内

容
に
満
足
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
尋
ね
ま
し
た
。（
図
１
）

　
　

月
に
利
用
し
た
在
宅
サ
ー

１０
ビ
ス
の
利
用
料
で
は
、
一
万
円

〜
二
万
円
未
満
は　

・
４
％
、

２４

五
〇
〇
〇
円
〜
一
万
円
未
満
は

　

・
１
％
で
、
平
均
す
る
と
一

２２万
三
八
五
九
円
で
し
た
。

　

こ
の
金
額
を
ど
の
よ
う
に
感

認
定
結
果
を
妥
当
と
思
う

人
が
約
六
割

多
く
の
人
は
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

と
感
じ
て
い
る

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
全
般

の
内
容
に
満
足
し
て
い
る

人
が
五
割
以
上

在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

平
均
は
一
万
三
八
五
九
円

じ
る
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
妥

当
な
金
額
と
思
う
」
が　

･
８

５７

％
、「
少
し
高
く
感
じ
る
」
が　
２２

･
３
％
で
し
た
。

　

要
介
護
度
ご
と
に
定
め
ら
れ

た
サ
ー
ビ
ス
利
用
限
度
額
に
対

し
、　

月
に
ど
の
く
ら
い
利
用

１０

し
た
か
を
尋
ね
ま
し
た
。
九
割

以
上
は　

・
６
％
、
一
〜
二
割

２１

が　

・
９
％
、
七
〜
八
割
は　

・

１４

１３

４
％
で
し
た
。

　

六
割
以
下
の
利
用
の
人
が
、

限
度
額
ま
で
使
わ
な
い
理
由

は
、「
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
量
で
満

足
し
て
い
る
か
ら
」
が　

・
６

２６

％
、「
家
族
介
護
で
間
に
合
っ
て

い
る
か
ら
」
が　

・
９
％
で
し

２１

た
。

　

保
険
料
は
五
段
階
に
分
か
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金

額
を
ど
う
感
じ
て
い
る
か
を
尋

ね
ま
し
た
。（
図
２
）

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て

良
く
な
っ
た
と
思
う
点
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
介
護
者
や
家
族
の

利
用
限
度
額
に
対
す
る
利

用
割
合
が
七
割
以
上
の
人

は　

％
３５

保
険
料
の
額
を
妥
当
な
金

額
と
思
う
人
と
、
高
く
感

じ
る
人
が
、
各
三
分
の
一

介
護
者
や
家
族
の
負
担
が

減
っ
た
。
認
定
の
申
請
手

続
き
が
わ
ず
ら
わ
し
い

負
担
が
減
っ
た
」
が　

･
５
％

２２

と
最
も
多
く
、
ま
た
苦
情
・
要

望
に
つ
い
て
は
「
認
定
の
申
請

手
続
き
が
わ
ず
ら
わ
し
い
」
が

　

･
１
％
で
最
も
多
い
結
果
と

３６な
り
ま
し
た
。（
図
３
・
４
）

◇
調
査
方
法
な
ど

�
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要

介
護
認
定
を
受
け
た　

歳
以

６５

上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の

在
宅
者
全
員
を
対
象
に
、
介

護
保
険
相
談
員（
民
生
委
員
）

が
調
査
票
を
配
布
・
回
収
し

た
（
回
収
率
＝　

・
８
％
）。

８１

�
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を

受
け
た　

〜　

歳
（
第
２
号

４０

６４

被
保
険
者
）
の
方
全
員
を
対

象
に
、
往
復
郵
送
法
に
よ
り

実
施
し
た
（
回
収
率
＝　

・
６３

２
％
）。

�
認
定
の
結
果
、非
該
当（
自

立
）
と
判
定
さ
れ
た　

歳
以

６５

上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の

在
宅
の
方
を
対
象
に
、
往
復

郵
送
法
に
よ
り
実
施
し
た

（
回
収
率
＝　

・
８
％
）。

７８

　

な
お
、
調
査
結
果
の
報
告

書
は
、
４
月
下
旬
か
ら
区
政

資
料
室
、
図
書
館
、
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
（
区
政
資
料
室
で
は
販

売
も
し
ま
す
）。

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

▲ 渡辺香津美さん
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

 ◇年金から差し引かれる方（特別徴収）
�お送りしたもの

　平成１３年度介護保険料納入通知書（特別徴収）

�対象となる方

　老齢・退職年金の額が年額１８万円以上の方（遺

族・障害・老齢福祉年金は除きます）

◇年金から引かれない方（普通徴収）
�お送りしたもの

　平成１３年度介護保険料納入通知書

　介護保険料納付書兼領収書（４～７月分）※口座振替の方を除く

�対象となる方（いずれかに当てはまる場合）

　�老齢・退職年金の額が年額１８万円未満の方�遺族・障害・老齢福祉

年金のみ受給されている方�年度の途中で６５歳になった方や転入した方

�口座振替をご利用ください

　手間がかからず、納め忘れの心配がありません。口座振替の申込書は

介護保険課、区民事務所、分室、荻窪サービスコーナーにあります（口

座振替になるまで２カ月程かかります）。

◇保険料額
�第１号被保険者（６５歳以上の方）の保険料額（下表）

�第２号被保険者

（４０歳以上６５歳未満

の医療保険に加入し

ている方）

４０歳になると自動的

に加入になります。

介護保険料は加入し

ている医療保険に上

乗せされています。

　問い合わせは、各

医療保険者へ。

◇
募
集
置
場
お
よ
び
募
集
台
数

　

図
の
と
お
り
駐
車
箇
所
限
定

浜
田
山
駅
＝
四
〇
台
程
度

西
永
福
駅

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
＝
三
〇
台
程
度

　

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
＝
六
〇
台
程
度

◇
利
用
期
間

　
　

年
３
月　

日
ま
で

１４

３１

◇
対
象

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
方
①
区
内
ま
た
は
隣
接
す
る

区
や
市
に
住
居
ま
た
は
通
勤
・

通
学
先
が
あ
る
方
②
通
勤
・
通

学
の
た
め
駅
ま
で
の
往
復
に
自

転
車
を
利
用
す
る
方
③
住
居
ま

た
は
通
勤
・
通
学
先
が
駅
か
ら

区
で
定
め
た
距
離
（
お
お
む
ね

五
〇
〇
ｍ
以
上
）
を
超
え
て
い

る
方

※
買
物
な
ど
で
の
登
録
は
で
き

ま
せ
ん
。

◇
申
請
書
配
布
及
び
受
付
期
間

　

４
月　

日
〜　

日
（
郵
送
は

１１

２０

　

日
消
印
有
効
、
持
参
は
午
後

２０５
時
ま
で
）

◇
申
請
書
配
布
場
所

　

自
転
車
対
策
係
（
区
役
所
西

棟
五
階
）、
浜
田
山
駅
・
西
永
福

駅
の
広
報
ス
タ
ン
ド

◇
申
込
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
証
明
書
類
の
コ
ピ
ー
を
添

え
て
、
自
転
車
対
策
係
へ
郵
送

ま
た
は
持

参
。
申
し
込

み
多
数
の
場

合
は
、
自
転

車
対
策
係
窓

口
で
公
開
抽

選
（
４
月　
２５

日
�
午
前　
１１

時
か
ら
）。申

し
込
ま
れ
た

方
の
出
席

は
、
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

  
問
い
合
わ
せ
は
、
自
転
車
対

策
係
へ
。

※
他
の
駅
の
置
き
場
に
つ
い
て

も
、
同
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

登
録
制
自
転
車
置
場
の
二
次
募
集
を
行
い
ま
す

登録手数料必要書類(写しでも可)対象

【減額】

２０００円

生年月日の確認がで
きるもの
(保険証、免許証、住
民票など)

小・中学生
または６５歳
以上の方

【免除】
身体障害者手帳、保健
福祉手帳、愛の手帳、
難病指定医療券など

障害者手帳
などをお持
ちの方

�手数料の減額、免除を申請する方は、上記のほか
に次の書類が必要です。

　介護保険のサービス事業者の事業内容やサ

ービスの特徴を紹介した情報誌です。

　区内事業者を中心に、在宅および施設サー

ビス事業者全般について、掲載しています。

　【配布】４月１１日�から無料配布【配布場

所】高齢者在宅サービス課、区民事務所、分

室、荻窪サービスコーナー、福祉事務所、ケ

ア２４（在宅介護支援セ

ンター）

　サービス事業者の情

報は、区のホームペー

ジにも掲載していま

す。

  問い合わせは、高齢者

施策課へ。

介護保険は、皆さんの保険料と税金によって運営されています。今回は、保険料についてお知らせします。

――問い合わせは、介護保険課へ。

１３年度保険料年額(月額)対象者段階
年 １３,２００円
４～９月（月約７４０円）、
１０～３月（月約１,４７０円）

生活保護受給者。世帯全
員が区民税非課税で、老
齢福祉年金受給者

第１段階
基準年額
×０.５

年 １９,８７５円
４～９月（月約１,１１０円）、
１０～３月（月約２,２０５円）

世帯全員（一人世帯を含
む）が区民税非課税

第２段階
基準年額
×０.７５

年 ２６,４７５円
４～９月（月約１,４７０円）、
１０～３月（月約２,９４０円）

本人が区民税非課税で
他の世帯員が区民税課
税

第３段階
基準年額

年 ３３,０７５円
４～９月（月約１,８４０円）、
１０～３月（月約３,６７５円）

区民税課税（合計所得
２５０万円未満）

第４段階
基準年額
×１.２５

年 ３９,６７５円
４～９月（月約２,２１０円）、
１０～３月（月約４,４１０円）

区民税課税（合計所得
２５０万円以上）

第５段階
基準年額
×１.５

※4月と8月に保険料額の通知をします。

保険料の
納め方

〈申し込みに必要なものおよび登録手数料〉
登録手数料必要書類(写しでも可)対象

４０００円

通勤・通学先の確認ができ
るもの
(社員証、在勤証明書、定期
券、学生証など)

全員

問：サービスを受けていなくても、保険料を支払わな

ければならないのですか？

答：介護保険は社会全体で介護（高齢社会）を支えてい

くことを目的としていますので、保険料はサービ

スを利用していなくてもお支払いいただきます。

問：昨年（１２年）６５歳になりました。年金を受けているのですが、介護保険

料は年金から引かれないのですか？

答：今年（１３年）４月１日の時点で老齢基礎年金を受給していれば、１０月よ

り年金から差し引きます。９月分までの保険料は、お送りする納 付書で

お支払いください。

問：年金を受けているのに、介護保険料が引かれていないのは、なぜですか？

答：４月１日の時点で老齢基礎年金を受けていない方や年度の途中で区に転

入された方は年金から差し引かれません。また、年金額が１年間に１８万

円未満の場合や、年金の種類が遺族年金・障害年金・老齢福祉年金の場

合も差し引かれません。区からお送りする納付書でお支払いください。

問：年金からの差し引きではなく、自分で納めたいのですが。

答：納付の方法は、選択できないことになっています。

介護保険料
Ｑ＆Ａ

　６５歳以上の方にお送りした保険料の通知書は、前年

度の区民税の課税状況などをもとに仮の金額を通知し

ています。８月に、本年度の区民税などをもとに計算

し、再度お知らせします。

通知書に
ついて

�１３年９月までは半額（政府の特別対策）

�税金控除の対象に！
　納めた保険料は、全額社会保険料控除の対象になり

ます。

◆６５歳になったら（加入の手続きは不要です）
�６５歳到達月の初めに介護保険証をお送りします（この介護保険証は介護が

必要になったときに使います）。

�６５歳到達月の翌月に介護保険料の通知書と納付書をお送りします。

介護保険料
のポイント
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※
申
込
用
紙
は
、
同
協
会
に
あ

り
ま
す
。

　

冒
険
遊
び
場
は
、
公
園
を
利

用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分

で
考
え
、
自
分
の
責
任
で
、
楽

し
く
遊
ぶ
自
由
な
遊
び
場
の
こ

と
で
す
。　
　
　

　

火
を
使
っ
た
り
、
木
登
り
や

工
作
を
し
て
、
普
段
で
き
な
い

遊
び
を
楽
し
も
う
！
プ
レ
ー
リ

ー
ダ
ー
も
い
る
よ
！
（
区
後

援
）

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
、
５

２２

月
９
日
�
・　

日
�
時
間
は
い

２０

ず
れ
も
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

（
雨
天
決
行
）
【
会
場
】
塚
山

公
園
（
下
高
井
戸
５
―　

―
２３

　

）
１２

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
わ
れ
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
遊
び
場
実
行
委

員
会
・
鎌
田
・
越
智
�
０
９
０

‐
６
１
３
２
‐
６
３
３
８
へ
。

　　

【
日
時
】
４
月　

日
�
〜　

１９

２３

日
�
午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

（　

日
は
正
午
か
ら
、　

日
は

１９

２３

午
後
３
時
ま
で
・
区
後
援
）

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
【
内
容
】
炎

２２

３２

彩
画
、
七
宝
焼
、
絵
手
紙
、
陶

芸
、
か
な
書
道
、
書
道
、
水
引

工
芸
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習

振
興
会
・
神
守
�
３
２
４
７
‐

０
６
４
６
へ
。

冒
険
遊
び
場
に
集
合
！

生
涯
学
習
ア
ー
ト
展

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
午
前

３０

　

時
〜
午
後
６
時
（
区
共
催
）

１０【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
【
内
容
】
民

２２

３２

踊
・
舞
踊
の
発
表
【
入
場
料
】

無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
区
民

踊
協
会
・
田
部
�
３
３
９
９
‐

１
６
７
９
へ
。

　

【
日
時
】
５
月
５
日
�
午
後

１
時　

分
開
演
（
１
時
開
場
・

３０

区
共
催
）
【
会
場
】
勤
労
福
祉

会
館
（
桃
井
４
―
３
―
２
）

【
出
演
】
東
京
ハ
ー
モ
ニ
カ
六

重
奏
団
ほ
か
【
曲
目
】
奥
様
お

手
を
ど
う
ぞ
、
夜
の
タ
ン
ゴ
、

碧
空
、
ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ

ほ
か
【
定
員
】
三
六
六
名　

【
入
場
料
】
一
五
〇
〇
円
（
全

席
自
由
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
パ
ル
ケ
・
デ
・
ボ
ス
ケ
・

芝
�
３
３
１
６
‐
１
３
３
２

へ
。

◇
区
民
五
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）で
、
４

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会

２３
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０

１６６

１
１
梅
里
１
―　

―　

�
３
３

２２

３２

１
７
‐
６
６
２
１
）
へ
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

【
日
時
】
５
月
５
日
�
・
６

日
�
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前　
１０

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
リ
サ

イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

◇
出
店
者
募
集

　

【
募
集
区
画
】
両
日
共
一
四

区
画
（
業
者
出
店
は
お
断
り
し

春
季
民
踊
舞
踊
大
会

ハ
ー
モ
ニ
カ
・
タ
ン
ゴ
の
日

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

リ
サ

in

イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

ま
す
）
【
資
格
】
区
内
在
住
・

在
勤
の
方
【
参
加
費
】
一
〇
〇

〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
参

加
希
望
日
も
書
い
て
、
４
月　
２１

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
リ
サ
イ

ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒　

‐
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

※
車
で
の
搬
出
入
・
来
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
前

１３

　

時
〜
午
後
４
時
（
雨
天
の
場

１１合
は
、　

日
�
に
延
期
・
区
後

２０

援
）
【
会
場
】
荻
窪
タ
ウ
ン
セ

ブ
ン
二
階
ぺ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
、
八
階
屋
上
（
上
荻
１
―

９
―
１
）

◇
出
店
者
募
集

　

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤

の
方
（
業
者
は
お
断
り
し
ま

す
）
【
参
加
費
】
二
階
デ
ッ
キ

（
一
・
五
ｍ
四
方
）
・
八
階
屋

上
（
二
ｍ
四
方
）
の
い
ず
れ
も

一
区
画
二
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
出

店
希
望
場
所
も
書
い
て
、
４
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
荻
窪
フ

２４リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
３
―

１６６４
―　

―　

）
へ
。
申
し
込
み

１９

２０３

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

�
３
３
９
８
‐
１
５
４
３
へ
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
午
前

２７

　

時
（
集
合
）
〜　

時　

分

１０

１１

３０

（
毎
月
第
四
金
曜
日
に
開
催
）

【
集
合
】
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ

ー
（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）

２０

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

エ
ン
ジ
ョ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

【
内
容
】
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
て
か
ら
、
神
田

川
沿
い
塚
山
公
園
ま
で
の
コ
ー

ス
を
歩
き
ま
す
（
雨
天
の
場
合

は
室
内
で
三
〇
分
体
操
）
【
参

加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
集
合
場
所

へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
井
戸
保

健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４
‐
４

３
０
４
へ
。

　

ホ
ウ
ロ
ク
地
蔵
や
笠
松
稲
荷

な
ど
の
信
仰
を
通
し
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。　

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
午
後

２２

１
時　

分
〜
４
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
【
講
師
】
元

２２

３２

杏
林
大
学
教
授
・
芦
原
義
守
さ

ん
【
定
員
】
七
〇
名
【
参
加

費
】
五
○
○
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
郷
土

史
会
・
原
田
弘
�
３
３
１
２
‐

６
６
２
３
へ
。

　

杉
並
区
民
大
学
「
生
命
倫
理

と
生
命
技
術
」
（
一
年
目
）
で

は
、
先
端
技
術
の
現
状
を
学
ぶ

と
共
に
、
生
命
を
め
ぐ
る
課
題

を
一
八
回
に
わ
た
り
学
ん
で
き

ま
し
た
。
５
月　

日
か
ら
の
二

１８

年
目
コ
ー
ス
に
向
け
て
、
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
あ

わ
せ
て
二
回
の
特
別
講
座
の
受

講
者
も
募
集
し
ま
す
。

�
郷
土
史
講
座

健
康
と
民
間
信
仰

―
医
学
的
・
民
俗
学
的

立
場
か
ら
―

�
杉
並
区
民
大
学

「
特
別
講
座
」 ・ 「
二
年
目

コ
ー
ス
」 受
講
生
募
集

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
右

表
の
と
お
り
【
会
場
】
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
【
定
員
】
四
〇
名

　

申
し
込
み
は
、
�
特
別
講
座

＝
直
接
会
場
へ
（
た
だ
し
託
児

を
希
望
す
る
場
合
は
、
電
話
連

絡
を
）
�
二
年
目
コ
ー
ス
の
み

希
望
（
受
講
料
一
〇
〇
〇
円
）

＝
往
復
ハ
ガ
キ
（
ハ
ガ
キ
記
入

例
参
照
）
で
、
４
月　

日
（
必

３０

着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
杉
並
区

１６６

梅
里
１
―　

―　

）
へ
。
申
し

２２

３２

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

　

ポ
リ
バ
ケ
ツ
を
使
っ
て
、
ベ

ラ
ン
ダ
で
も
で
き
る
生
ご
み
と

落
ち
葉
の
た
い
肥
づ
く
り
を
し

ま
す
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
午
前

２４

生
ご
み
と
落
ち
葉
で

た
い
肥
づ
く
り

　

時　

分
〜
正
午
【
会
場
】
リ

１０

３０

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
【
定

員
】
四
〇
名
【
参
加
費
】
一
〇

〇
円
（
教
材
費
別
途
一
〇
〇

円
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

４
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ

１７

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒

　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―

１６８７
―
４
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

　

日
本
語
の
会
話
を
通
し
て
日

本
人
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。
外

国
人
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
〜
７
月

２６

　

日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時

１４〜
４
時
（
計
八
回
）
【
会
場
】

杉
並
区
文
化
・
交
流
協
会
【
対

日
本
語
交
流
会

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
外
国
人
の
方
【
定
員
】
五
〇

名
【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇
円

（
八
回
分
）

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

４
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

２７

に
杉
並
区
文
化
・
交
流
協
会
交

流
係
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐

１６６

谷
南
１
―　

―
２
み
な
み
阿
佐

１４

ケ
谷
ビ
ル
五
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
会
交

流
係
�
５
３
７
８
‐
８
８
３
３

へ
。

催
し

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢

�性別

�電話番号

（１人１枚）

〈杉並区民大学〉
◆特別講座

講師内容月日

日本筋ジストロフィ－協会
石川　左門生きる意味と価値４月２０日

東京大学医学部講師　  榊原　洋一小児医学からみる「生命倫理」５月１１日

◆２年目コース
２つのグループに分かれ、ゼミナール形式で学んでいきます。
５月１８日～１１月（全１８回程度）

助言者学習方法

○グループ�：生命倫理学の体系的学びと、現代社会に起きている様々な周辺問題を
　　　　　　　きっかけとした学び

先天性四肢障害児父母の会
野辺　由郎、野辺　明子

読書会：使用テキスト「生命倫理学を学ぶ人のた
めに」（テキスト代約２５００円）

○グループ�：生命技術をめぐる最新の動きを追うと共に、日常の科学ジャーナリズ
　　　　　　　ムと市民のかかわりを学ぶ

武蔵大学社会学部講師  竹村　洋介各関係機関の情報から先端技術などを学ぶ

○合同学習

恵泉女学園大学教授　　 最首　悟映像資料を共同視聴し討議する。学習内容の交流
も行う

※時間はいずれも、金曜日の午後６時４５分～８時３０分。

　

伝
統
的
な
国
技
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
（
区
後
援
）

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
前

１２

　

時
開
会
（
９
時　

分
受
付
開

１０

３０

始
・
雨
天
決
行
）
【
会
場
】
区

立
阿
佐
ケ
谷
中
学
校
体
育
館

【
内
容
】
�
学
年
別
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
勝
ち
抜
き
戦
。
四
年
生
、

五
年
生
、
六
年
生
上
位
二
名
は

都
大
会
に
出
場
（
男
子
の
み
）

�
警
察
に
よ
る
交
通
マ
ナ
ー
と

犯
罪
防
止
の
指
導
�
校
庭
で
ソ

ー
ラ
ー
カ
ー
を
走
ら
せ
（
乗
車

も
で
き
ま
す
）
、
環
境
に
つ
い

て
考
え
る
コ
ー
ナ
ー
【
対
象
】

区
内
在
住
の
幼
児
、
区
内
在

住
・
在
学
の
小
学
生
【
定
員
】

約
八
〇
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

用
紙
（
区
体
育
施
設
、
児
童

館
、
区
立
小
学
校
な
ど
に
あ
り

ま
す
）
に
記
入
し
て
郵
送
（
当

日
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
）
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
�
東
京
青

年
会
議
所
杉
並
区
委
員
会
わ
ん

ぱ
く
相
撲
杉
並
区
大
会
事
務
局

�
コ
ー
ジ
産
業
内
・
氏
橋
�
３

３
９
２
‐
８
１
６
１
（
当
日
の

連
絡
は
、
小
川
�
０
９
０
‐
３

２
１
８
‐
６
８
８
１
）
へ
。

※
�
動
き
や
す
い
服
装
で
体
育

館
履
き
を
持
参
の
こ
と
�
当

日
は
マ
イ
テ
ィ
ー
パ
ン
ツ
を

は
い
て
も
ら
い
ま
す
。

土曜日のパパママ学級
５月２６日�午後１時～４時

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３�３３３４‐４３０４）

【内容】ビデオ、沐浴実習など【対象】区
内在住で当日妊娠２０週以上の初産のカッ
プル２０組【参加費】無料【申込方法】往復
ハガキに２人の氏名、住所、電話番号、出
産予定日を書いて、５月１０日 （必着）までに同
センターへ。申し込み多数の場合は、抽選

行　事

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

講
座
・

　

講
演
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【
日
時
】
５
月　

日
�
〜　

１９

１４

年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
一
・
第

三
土
曜
日
の
午
後
２
時
〜
４
時

（
計
二
〇
回
）
【
会
場
】
障
害

者
福
祉
会
館
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
【
講

師
】
円
山
み
ち
子
さ
ん
【
定

員
】
三
〇
名
【
受
講
料
】
無
料

（
教
材
費
一
八
〇
〇
円
程
度
は

自
己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
区
外
在
住
者
は
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
も
書
い
て
、
４
月　
２５

日
（
必
着
）
ま
で
に
障
害
者
福

祉
会
館
運
営
協
議
会
事
務
局

初
心
者
向
け
点
字
講
習
会

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

４
―　

―
５
）
へ
。
申
し
込
み

１０

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１　

３
FAX

３
３
５
‐
３
５
８
１
へ
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
午
前

２９

　

時
〜
正
午
（
区
後
援
）
【
会

１０場
】
高
円
寺
会
館
（
高
円
寺
北

２
―
１
―
２
）
【
講
師
】
東
京

家
庭
教
育
研
究
所
・
丸
山
貴
代

さ
ん
【
参
加
費
】
無
料

�
講
演
会

　

世
紀
心
を
育
て
る
家
庭
教
育

２１理
想
の
母　
 

理
想
の
子

vs

―
お
互
い
の
思
い
は

か
け
離
れ
…

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
キ
ッ
プ

マ
マ
の
会
・
壁
谷
�
０
４
２
２

‐
４
７
‐
８
８
１
３
へ
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
午
前

２７

　

時
〜　

時　

分
【
会
場
】
上

１０

１１

３０

井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草

３
―
８
―　

）
【
内
容
】
ら
く

１９

ら
く
で
き
る
食
事
と
手
づ
く
り

お
や
つ
（
調
理
実
演
と
試
食
）

【
定
員
】
三
〇
名
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
上
井
草
保
健
セ
ン

タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２

幼
児
食
と
お
や
つ
の

工
夫
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

へ
。

　

【
日
時
・
内
容
】
下
表
の
と

お
り
【
会
場
】
障
害
者
福
祉
会

館
【
対
象
】
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
障
害
者
お
よ
び
そ

の
介
助
者
【
定
員
】
各
一
五
名

【
参
加
費
】
無
料
（
教
材
費
は

自
己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
教
室
名
と
障
害
の
状
況
（
区

外
在
住
者
は
勤
務
先
ま
た
は
学

校
名
も
）
を
書
い
て
、
４
月　

２５

日
ま
で
に
障
害
者
福
祉
会
館
運

営
協
議
会
事
務
局
（
〒　

‐
０

168

障
害
者
の
た
め
の各

種
教
室

０
７
２
高
井
戸
東
４
―　

―
１０

５
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１　

３
FAX

３
３
５
‐
３
５
８
１
へ
。

４
月
１
日

付
広
報
４

面「
杉
並
区
内
大
学
公
開
講
座
」

中
、
東
京
女
子
大
学
公
開
講
座

の
講
師
は
、同
大
学
助
教
授
・
唐

澤
真
弓
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

掲示板

〈障害者のための各種教室〉

講 師日時教 室 名

日本編物文化協会（ヴォーグ）
師範　　　　　洒井　由美子

５月２６日～１１月（８月を除く）
の毎月第２・第４土曜日（計１０
回） 午後１時３０分～３時３０分

手芸と編物

洋画家  　　　　宮川　洋之
５月２０日～１１月（８月を除く）
の毎月第１・第３日曜日（計１０
回） 午後１時～３時

絵画

陶芸家
高橋　朋子・足立　夏代

５月１９日～１１月（８月を除く）
の毎月第１・第３土曜日（計１０
回） 午後１時３０分～３時３０分

陶芸

料理研究家   　　川村　澄子
５月１２日～３月（８月を除く）
の毎月第２土曜日（計１０回）
 午後１時３０分～３時３０分

料理

音楽家   　　　　佐藤　真紀
５月２３日～１１月（８月を除く）
の毎月第２・第４水曜日（計１０
回） 午後３時～５時

リトミック

杉並区卓球協会指導員
小林　章子・菱川　昭子

５・７・９・１１・１月の第２日曜
日（計５回）  午後１時～３時

卓球バレー

東京都障害者スポーツ指導員
田島　好美

６・８・１２・２月の第２日曜日
（計４回） 午後１時～３時

ボッチャ

※各教室には手話通訳がつきます。

　　

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

施
策
に
反
映
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
「
男

女
共
同
参
画
推
進
区
民
懇
談

会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
は
、
学
識
経
験
者
、

区
内
団
体
の
代
表
者
お
よ
び
区

民
委
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ

の
区
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
で　

歳
２０

以
上
の
方
【
任
期
】
二
年
【
会

議
】
年
三
回
程
度
開
催
【
募
集

人
数
】
五
名
【
謝
礼
】
会
議
一

回
に
つ
き
六
〇
〇
〇
円

男
女
共
同
参
画
推
進

区
民
懇
談
会
委
員

　

申
し
込
み
は
、
封
書
で
住

所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
年

齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
「
男
女
平
等
に
つ

い
て
の
意
見
」
（
四
〇
〇
〜
八

〇
〇
字
程
度
）
を
書
い
て
、
４

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

２７
文
化
・
交
流
課
男
女
共
同
参
画

推
進
担
当
へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
選
考
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

　

済
美
日
曜
教
室
は
、
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
知
的

障
害
を
も
つ
人
の
た
め
の
教
室

で
す
。
各
月
お
お
む
ね
二
回
、

区
立
済
美
養
護
学
校
（
堀
ノ
内

１
―　

―　

）
で
生
活
に
役
に

１９

２５

立
つ
こ
と
を
学
ん
だ
り
、
仲
間

づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

同
教
室
で
は
、
障
害
を
も
つ

人
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
一
緒
に
楽

し
ん
で
く
れ
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
資
格
や
経
験
は
問
い

ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１

１６６

済
美
日
曜
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

杉
並
区
梅
里
１
―　

―　

）
�

２２

３２

３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
（
随

時
受
付
）
。

　　

清
水
２
丁
目　

番
の
区
有
地

１５

（
現
在
の
清
水
自
転
車
集
積

所
）
を
活
用
し
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
建
設
・
運
営
す
る

社
会
福
祉
法
人
を
公
募
し
ま

す
。
開
設
は
、　

年
度
の
予
定

１６

で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉

部
管
理
課
（
計
画
推
進
担
当
・

内
線
１
３
５
３
・
１
３
５
４
）

へ
。

　

上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家
で
調

理
し
た
夕
食
を
利
用
者
の
お
宅

ま
で
届
け
る
車
の
運
転
手
を
募

集
し
ま
す
。

　

【
内
容
】
夕
食
の
配
達
（
拠

点
と
個
人
宅
）
【
時
間
】
午
後

３
時　

分
〜
５
時　

分
【
勤
務

３０

３０

日
】
相
談
の
上
決
定
【
配
達
地

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

建
設
・
運
営
す
る
社
会
福

祉
法
人
を
公
募
し
ま
す

�
上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家

配
食
車
運
転
手

域
】
善
福
寺
、
上
井
草
、
桃

井
、
今
川
、
西
荻
北
３
〜
５
丁

目
【
時
給
】
九
〇
〇
円
（
交
通

費
支
給
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家

（
〒　

‐
０
０
２
３
上
井
草
３

１６７

―　

―　

�
３
３
９
４
‐
９
８

３３

１０

３
１
）
へ
。

※
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
も
募
集
中
で
す
。 

　

【
勤
務
地
】
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
沓
掛
ホ
ー
ム
【
勤
務
内

容
】
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用

者
の
看
護
業
務
【
応
募
条
件
】

看
護
婦
（
士
）
ま
た
は
准
看
護

婦
（
士
）
の
資
格
の
あ
る
方

【
募
集
人
員
】
常
勤
職
員
・
非

常
勤
職
員
お
よ
び
パ
ー
ト
職
員

各
若
干
名
【
勤
務
時
間
】
早
番

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
／
日
勤

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
【
給

与
】
当
法
人
規
程
に
よ
る

　

申
し
込
み
は
、
履
歴
書
を
郵

送
で
沓
掛
ホ
ー
ム
（
〒　

‐
０

１６７

�

え
の
き
会

看
護
職
員

（ 福 ）

０
３
１
本
天
沼
３
―　

―　

）

３４

２８

へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
施
設
�

３
３
９
５
‐
０
９
０
０
へ
。

　

【
勤
務
地
】
こ
ど
も
発
達
セ

ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
園
（
高
井
戸

東
１
―　

―
５
）
【
勤
務
期

１８

間
】
５
月
１
日
〜　

年
３
月　

１４

３１

日
（
更
新
二
回
ま
で
可
）
【
勤

務
日
・
時
間
】
月
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
２
時　

分
４５

（
一
日
五
時
間
）
【
応
募
資

格
】
保
育
士
な
ど
の
有
資
格
者

で
勤
務
経
験
の
あ
る　

歳
未
満

４０

の
方
【
募
集
人
数
】
二
名
【
時

給
】
一
二
五
〇
円
（
交
通
費
支

給
一
万
円
限
度
）
【
そ
の
他
】

有
給
休
暇
あ
り

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

�
５
３
１
７
‐
５
６
６
１
へ
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
午
後

２２

１
時　

分
〜
５
時
（
区
後
援
）

３０

保
育
補
助パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー

不
登
校
・
引
き
こ
も
り

無
料
相
談
会

【
会
場
】
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４７

　

）
【
内
容
】
専
門
カ
ウ
ン
セ

１７ラ
ー
に
よ
る
個
人
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
【
講
師
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
認
定
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
・
村
上
朋
子
さ

ん
、
岡
本
二
美
代
さ
ん
【
対

象
】
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
で

悩
ま
れ
て
い
る
方
【
定
員
】
二

〇
名
（
先
着
順
）
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
ウ
ォ
ー
ム
・
岡
本
�
３
３

１
３
‐
７
５
４
５
へ
。

　
　
　
　
　

　

５
月
１
日
か
ら
、
区
民
事
務

所
会
議
室
な
ど
目
的
外
使
用
施

設
の
使
用
料
免
除
の
取
り
扱
い

が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
さ
ざ
ん
か
ー
ど

を
利
用
し
て
い
る
団
体
は
、
指

定
施
設
三
カ
所
ま
で
は
使
用
料

が
免
除
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

目
的
外
使
用
施
設
の
使
用

料
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り

ま
す

れ
を
、
受
益
者
負
担
の
観
点
か

ら
、
施
設
の
指
定
や
免
除
の
取

り
扱
い
を
な
く
し
、
登
録
団
体

使
用
料
金
（
一
般
料
金
の
半

額
）
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
会
・
自
治
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
障
害
者
団
体
に
つ

い
て
は
、
使
用
料
は
免
除
扱
い

と
な
り
ま
す
。
窓
口
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
施
設

へ
。

　　

６
月　

日
�
に
行
わ
れ
る
、

２４

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
（
杉
並

区
選
挙
区
）
の
立
候
補
予
定
者

を
対
象
に
、
届
出
要
領
な
ど
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
前

１５

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
区
役
所

１０西
棟
六
階
第
五
・
第
六
会
議
室

【
出
席
人
員
】
立
候
補
予
定
者

一
名
に
つ
き
二
名
以
内

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
へ
。

�
東
京
都
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
〜

１８

（
毎
週
金
曜
日
）
午
前　

時
〜

１１

午
後
４
時
【
会
場
】
マ
ー
ジ
ャ

ン
店
「
み
ち
く
さ
」
（
方
南
２

―　

―
２
）
【
対
象
】
区
内
在

２３
住
で　

歳
以
上
の
初
心
者
と
マ

６０

ー
ジ
ャ
ン
の
心
得
の
あ
る
方

【
定
員
】
二
七
名
【
参
加
費
】

一
日
（
五
時
間
）
一
五
〇
〇
円

【
申
込
み
】
往
復
ハ
ガ
キ
（
４

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
経

験
の
有
無
も
書
い
て
、
４
月　
２５

日
（
必
着
）
ま
で
に
�
長
寿
社

会
文
化
協
会
杉
並
い
き
い
き
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
係
（
〒　

‐
０

１６８

０
６
３
和
泉
４
―　

―
５
―　

４９

５０７

黒
川
気
付
）
へ
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
（
順
次
会

場
は
増
や
し
て
い
き
ま
す
）

【
問
合
せ
】
同
文
化
協
会
�
５

４
６
０
‐
０
５
２
１

★
高
齢
者
の
た
め
の「
い
き
い

き
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ロ
ン
」

国民年金夜間納付窓口・年金相談のお知らせ
�夜間納付窓口
４月２６日�午後５時～８時３０分／区役所地下１階特設窓口
 ２７日�午後５時～８時３０分／区役所２階国民年金課
�年金相談
４月２７日�午前１０時～午後４時
　　　　　区役所１階ロビーまたは２階国民年金課

お手元の４月～３月分（平成１２年度）の納付書の使用期限は、４月２７
日�までです。

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

訂
正
と
お
わ
び
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下
高
井
戸
区
民
集
会
所

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
午
後

２１

６
時
〜
【
出
演
】
高
井
戸
オ
カ

リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
い
ず
み
【
定
員
】
八
〇

名
（
先
着
順
）
【
参
加
費
】
無

料
　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

※
７
月
以
降
の
出
演
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
午
前

２８

　

時
〜
午
後
２
時
（
雨
天
決

１０行
）
【
会
場
】
和
田
区
民
集
会

所
、
和
田
障
害
者
交
流
館
（
和

田
２
―　

―　

）
、
和
田
小
学

３１

２１

校
体
育
館
・
校
庭
（
和
田
２
―

　

―　

）
【
内
容
】
ミ
ニ
ア
ー

３０

２１

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
チ
ー
ム
対
抗

風
船
バ
レ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
館
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
、
ゲ
ー

ム
館
、
ク
イ
ッ
ク
マ
ッ
サ
ー
ジ

館
、
和
田
屋
台
村
、
お
も
ち
つ

き
、
障
害
者
施
設
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
即
売
な
ど
。
校
庭
で
は
起

震
車
体
験
が
で
き
ま
す
【
入
場

料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　　

【
日
時
】
①
５
月
９
日
�
午

前　

時　

分
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

３０

②
５
月　

日
�
・　

日
�
午
前

１６

２３

　

時　

分
〜
午
後
２
時　

分

１０

３０

３０

�
土
曜
日
の
音
楽
会

オ
カ
リ
ナ
と

マ
ン
ド
リ
ン
の
夕
べ

わ
い
！
わ
い
！

わ
だ
ま
つ
り
２
０
０
１

―
小
さ
な
地
域
で
大
き
な
和

井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

―
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

正
し
い
歩
き
方
を
学
び
ま
す

（
雨
天
の
場
合
は
、
５
月　

日
３０

�
、
６
月
６
日
�
に
延
期
）

【
内
容
】
①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
小
金

井
公
園
、
玉
川
上
水
、
井
の
頭

公
園
、
太
田
黒
公
園
、
善
福
寺

川
緑
地
、
和
田
堀
公
園
な
ど
八

㎞
の
コ
ー
ス
）
【
講
師
】
深

見
賢
一
さ
ん
【
定
員
】
三
〇
名

【
参
加
費
】
保
険
料
六
〇
円

（
一
括
納
入
）
、
交
通
費
な
ど

の
実
費
【
持
ち
物
】
保
険
証
の

コ
ピ
ー
、
弁
当

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
４
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２１

同
セ
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

相
田
み
つ
を
を
と
お
し
て
生

き
方
を
語
り
合
い
ま
す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
�
午
前

３１

　

時
〜
正
午
【
講
師
】
小
関
啓

１０子
さ
ん
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

な
ん
で
も
あ
り
の
読
書
会

―
相
田
み
つ
を
と
中
学
生

このコーナーでは、各地域の集会施設運営協議会
が企画した講座や、委員の皆さんが取材したまち
の話題を中心に、地域の情報をお届けします。

〈４～５月の各種教室〉
申込締切材料費等開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

�永福和泉地域区民センター

　　無料
４月２１日、５月１２日
　　午後２時３０分～３時３０分

土曜おはなし会～楽しいおはなしや、手遊びがいっぱい。大人の方も
ぜひどうぞ／おはなしのグループ　　　　　　　　　　　　　　（１５）

５月６日
１０００円

（１組１回分）
５月１２日、６月９日、７月１４
日　　　　　　　　　　午前

２人でクッキングⅠ～親と子で料理を作りながら、２人の心を通わせ
てみませんか／加藤環江・大谷忍　　　（３回出席できる親子・１２組）

�高円寺地域区民センター

４月２０日１０００円
５月１８・２５日、６月１５・２２日
　　　　　　　　　　　午後

作ってみよう！ユニット折り紙～三角形に折った紙のパーツを組み合
わせて、ペアー鶴、手まりを作ります／加藤妙子　　　　　　　　（３０）

�阿佐谷地域区民センター

　無料
４月２１日、５月５日 榎榎榎榎 

午後２時～３時
土ようえほんとおはなしの会 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 （参加自由）

４月３０日
毎回２０円

（保険料）
５月１４・２１・２８日、６月４日  

午前
初心者卓球教室～気持ちいい汗をかきませんか！／横尾文代 榎榎 （３０）

�荻窪地域区民センター

　無料※
５月１３日、６月１０日  午後２時
～４時（３時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します／中村昭・石郷岡智
之・中村嘉彦 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 （参加自由）

４月３０日
５０円

（資料代）
５月１６日 榎榎 午後２時～４時
５月２５日 榎榎 午後１時～５時

太宰治～その生涯と代表作／都認定生涯学習講師・上島光正、都立西
高嘱託・原田勝巳（２回目はゆかりの地三鷹市内文学散歩）　　　（３０）

�西荻地域区民センター

４月３０日無料５月１７・２４日　　　　　午後
苗字のはなし（１７日＝日本人の苗字、２４日＝米国人の苗字）／北原邦
雄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５０）

４月３０日無料
５月２９日、６月５日

午後３時３０分～５時
気道・真呼吸法実践編／鈴木秀天（申込み時に希望日も記入して下さ
い・各日２５）※人数配分によっては希望に添えない場合あり

４月３０日
２０円

（保険料）
５月１７・２４・３１日、６月７日

午前
ペタンク～子どもから高齢者まで楽しめるニュースポーツ（初日＝競
技紹介、２回目から実技）／土肥浩　　　　　　　　　　　　　（３０）

�西荻南区民集会所

４月３０日
２０円

（保険料）
５月１２日　　　　　　　午後

親子で楽しもうおはやし体験～お面や衣装・楽器の説明を聞いて笛や
太鼓をならしてみます／大宮前郷土芸能保存会（会場＝春日神社）

�井草地域区民センター

４月３０日無料５月３０日、６月６日　　午前
くらしイキイキ健康づくり～元気になるための 歯 生活、元気の出る食

し

生活の話（筆記用具持参）／上井草保健センター職員　　　　　（３０）

　無料※
４月２８日、５月１２日
 榎榎榎 午後（３時受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します／松尾達也ほか　　  
（参加自由）

�高井戸地域区民センター

４月３０日
２０円

（保険料）
５月１８日
 榎榎榎榎榎榎 午後２時～４時

トレーニング機器講習会～当センターのトレーニング室を使用するた
めの事前講習会（写真２.５×３�持参）／高橋悦子　 榎 （１６歳以上・１０）

　無料
５月１２・１９日

午後２時～３時
おはなしひろば～絵本の読み聞かせを中心に手あそび・工作など／ロバの会・
杉並子どもの本の会 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 （参加自由）

（注）１．１回約２時間。時間はおおむね、午前は１０時、午後は１時３０分から。２．※は、実費がかかる場合があります。

　

各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
各

区
民
集
会
所
で
は
、
４
〜
５
月

の
各
種
教
室
を
左
表
の
と
お
り

開
き
ま
す
。参
加
費
は
無
料（
材

料
費
や
傷
害
保
険
料
は
自
己
負

担
）
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
表
中
の
各
締
切
日
（
必

着
）
ま
で
に
該
当
の
施
設
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
該
当
の
施

設
へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

�
４
〜
５
月
の
各
種
教
室

和　

田
区
民
集
会
所

　

区
立
妙
正
寺
公
園
を
北
に
ぬ

け
、
坂
道
を
登
り
つ
め
た
と
こ

ろ
に
、
こ
ん
も
り
と
し
た
木
立

が
あ
り
、
こ
こ
に 
祀 
ら
れ
て
い

ま
つ

る
の
が
中
瀬
天
祖
神
社
（
清
水

３
―　

）
で
す
。

１９

　

こ
の
神
社
の
前
身
が
世
に
言

う
子
宝
が
授
か
る 
十
羅
刹 
様

じ
ゅ
う
ら
せ
つ

で
、
そ
の 
祠 
が
十
羅
刹
堂
で

ほ
こ
ら

す
。
明
治
維
新
後
の
神
仏
分
離

令
に
よ
っ
て
天
祖
神
社
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。
神
社
明
細
帳
の

由
緒
に
は
「
当
社
は
井
草
八
幡

宮
の
境
外
神
社
で
、
井
草
川
の

西
岸 
神  
戸 
坂
の
上
に
あ
り
、
極

ご
う 

ど

め
て
古
き
社
に
し
て
神
体
は 
一 い

ち

 
大 だ

い 
石 せ

っ 
剣 
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。

け
ん

　

こ
の
ご
神
体
を
霊
石
と
す
る

伝
説
に
よ
る
と
、
昔
あ
る
人

が
、
手
車
を
ひ
い
て
江
戸
か
ら

の
帰
り
道
、
神
戸
坂
で
急
に
腹

痛
を
お
こ
し
座
り
こ
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
村
人
が
近
く
の
妙

正
寺
に
か
つ
ぎ
こ
み
、
和
尚
さ

ん
に 
祈  
祷 
し
て
も
ら
っ
た
と
こ

き 

と
う

ろ
、
た
ち
ま
ち
腹
痛
が
治
り
ま

し
た
。
そ
の
と
き
ふ
と
和
尚
さ

ん
が
手
車
に
乗
せ
て
あ
っ
た
奇

妙
な
形
の
石
を
見
て
「
こ
れ
は

不
思
議
な
霊
石
だ
。
こ
の
地
に

安
置
さ
れ
た
い
た
め
腹
痛
を
お

こ
さ
せ
た
に
違
い
な
い
」
と
申

さ
れ
、
そ
の
石
を
神
戸
坂
上
の

十
羅
刹
堂
に
納
め
た
そ
う
で

す
。

　

そ
れ
か
ら
何
十
年
か
後
の
こ

と
、
江
戸
へ
炭
を
運
ん
で
い
た

馬
方
が
、
い
つ
も
の
よ
う
に
馬

の
背
の
両
側
に
炭
俵
を
つ
け
、

神
戸
坂
に
さ
し
か
か
っ
た
と

き
、
道
端
に
こ
ろ
が
っ
て
い
た

奇
妙
な
形
の
石
を
見
つ
け
、
た

い
し
た
荷
物
に
な
ら
な
い
か
ら

持
ち
帰
ろ
う
と
馬
の 
鞍 
に
結
び

く
ら

つ
け
、
半
丁
（
約
五
〇
�
）
も

い
か
な
い
う
ち
に
急
に
馬
が
動

か
な
く
な
っ
た
の
で
、
馬
方
が

振
り
向
い
て
み
る
と
、
馬
は
体

中
に
び
っ
し
ょ
り
と
汗
を
か

き
、
苦
し
そ
う
に
息
を
弾
ま
せ

て
い
ま
す
。
馬
方
は
、
こ
の
不

思
議
な
出
来
事
を
炭
問
屋
の
主

人
や
友
達
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
石
の
話
が
い
つ
し
か
井
草

村
に
も
伝
わ
り
、
村
の
人
達
が

そ
の
石
を
見
る
と
、
十
羅
刹
堂

の 
祠 
に
安
置
し
て
あ

ほ
こ
ら

っ
た
霊
石
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
何
か
の
は
ず
み

で
祠
か
ら
道
端
に
こ

ろ
げ
落
ち
た
に
違
い

な
い
と
、
こ
の
石
を

元
ど
お
り
に
祠
に
納

め
ま
し
た
。
こ
の
霊

石
と
十
羅
刹
様
を
拝

め
ば
、
陰
陽
か
ね
備

っ
て
子
宝
が
授
か
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
神
社
の
ま
わ

り
は
、
か
つ
て
の
武
蔵
野
の
景

観
を 
偲 
ば
せ
る
地
域
で
、
境
内

し
の

に
は 
樅 
杉
二
木
の
ご
神
木
が
あ

も
み

り
、
遠
く
か
ら
見
分
け
ら
れ
る

ほ
ど
の
大
木
で
し
た
。
今
は
残

念
な
こ
と
に
昔
の
木
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
社
殿
の
脇
に 
榧 
の
大

か
や

木
が
あ
っ
て
、
天
か
ら
降
り
て

く
る
神
が
宿
る
ご
神
木
と
し
て

 
〆
縄 
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
め
な
わ

　

ま
た
、
神
社
の
例
祭
日
に
は

社
前
で
餅
を
つ
き
、
「
舌
べ
ろ

餅
」
と
い
う
平
た
い
丸
餅
を
参

拝
者
に
配
り
ま
し
た
。
こ
の
餅

を
食
べ
る
と
子
宝
が
授
か
る
と

い
わ
れ
、
遠
方
か
ら
も
ら
い
に

く
る
人
で 
賑 
わ
っ
た
そ
う
で

に
ぎ

す
。
平
成　

年　

月　

日
、
境

１２

１０

１５

内
に
は
大
勢
の
氏
子
が
集
ま

り
、
白
米
講
「
舌
べ
ろ
餅
」
を

再
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
神
戸
の
鎮
守
様
」
と
し
て

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
中
瀬

天
祖
神
社
は
、
長
年
に
わ
た

り
、
よ
り
整
っ
た
祠
に
し
よ
う

と
奉
納
し
続
け
た
氏
子
の
人
達

が
、
熱
心
に
維
持
管
理
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。

　

先
祖
が
残
し
て
く
れ
た
も
の

を
次
の
世
代
に
い
か
に
伝
え
て

い
く
か
、
何
を
伝
え
る
の
か
は

重
要
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
井
草
地
域
施
設
運
営
協
議
会

広
報
部
）

�
ご
神
体
を
祀
っ
た
神
殿

�
ご
神
木
の
あ
っ
た
場
所
を
示
す

立
て
札
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今
、こ
の
合
い
言
葉
の
も
と
、

区
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
企
画
が
進
行
し
て

い
る
。
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
ア

フ
リ
カ
に
送
る
た
め
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
だ
。
グ
ル

ー
プ
の
名
前
は
オ
ー
ロ
ラ
の

会
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域
の
活
動

で
知
り
合
っ
た
人
た
ち
が
、
昨

年
７
月
に
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。

　

最
初
の
半
年
は
、
障
害
者
施

設
の
ま
つ
り
に
協
力
し
た
り
、

留
学
生
と
の
交
流
会
を
開
い
た

り
し
て
き
た
。だ
が
そ
の
う
ち
、

も
う
少
し
大
き
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
み
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
、
会
員

の
一
人
が
新
聞
で
ア
フ
リ
カ
の

某
国
大
使
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
を
見
つ
け
た
。

「
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
も

サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
。
で
も
ボ

ー
ル
が
な
い
の
で

ぼ
ろ
切
れ
を
丸
め

て
使
っ
て
い
る
。

古
い
ボ
ー
ル
で
も

あ
っ
た
ら
譲
っ
て

ほ
し
い
」。

　

「
こ
れ
だ
、
こ

れ
を
や
ろ
う
」。

　

子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
ボ

ー
ル
を
、
と
い
う
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
共
感
を
呼
び
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
話
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
区
内
を
拠
点
に
活

動
し
て
い
る
障
害
者
の
バ
ン
ド

「
グ
ル
ー
プ
三
田
」
に
出
演
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
昨
年
、
こ
の
バ
ン
ド
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
い
て
感
動
し

た
メ
ン
バ
ー
の
発
案
だ
っ
た
。

協
力
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
快

諾
を
得
た
と
こ
ろ
か
ら
企
画
が

回
り
出
す
。

　

二
六
名
の
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
知
人
友
人

を
た
ど
り
、

コ
ン
サ
ー
ト

の
イ
メ
ー
ジ

を
大
き
く
膨

ら
ま
せ
て
い

く
。
照
明
・

音
響
は
東
放

学
園
の
学
生
た
ち
に
頼
ん
だ
。

司
会
や
朗
読
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
集
団 
Ｓ
ｕ
ｉ
ｍ
ｙ 
が
引
き
受

ス

イ

ミ

ー

け
て
く
れ
た
。
話
を
き
い
た
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
中

村
ブ
ン
さ
ん
は
ゲ
ス
ト
出
演
を

約
束
。
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
保

管
場
所
に
空
き
家
を
提
供
し
て

く
れ
る
と
い
う
人
も
い
る
。
コ

ン
サ
ー
ト
開
催
に
向
け
て
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
の
思
い
が
ひ

と
つ
に
結
晶
し
つ
つ
あ
る
。

　

皆
ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
普

通
の
人
た
ち
だ
が
、
一
人
ひ
と

り
が
培
っ
て
き
た
経
験
や
人
脈

が
夢
の
実
現
に
活
か
さ
れ
て
い

る
。　

　

代
表
の
山
本
松
江
さ
ん
は
、

「
日
本
で
も
戦
争
直
後
、
野
球

を
や
り
た
く
て
も
道
具
が
な
く

て
布
で
つ
く
っ
た
ボ
ー
ル
、
お

母
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
グ

ロ
ー
ブ
で
野
球
を
し
て
い
た
と

い
い
ま
す
か
ら
、
他
人
事
で
は

な
い
は
ず
。
同
じ
地
球
、
同
じ

時
代
に
生
ま
れ
た
者
同
士
助
け

合
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い

で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

※
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
７
月　
１５

日
�
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳

し
い
内
容
は
、「
広
報
す
ぎ
な

み
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

下高井戸区民集会所�5 3 7 4－6 1 9 2
〒１６８－００７３　下高井戸3 －26 －1�第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�3 3 1 7－6 6 1 1
〒１６６－００１１　梅里1－22 －32�第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�5 3 4 0－6 2 7 2
〒１６６－００１２　和田2 －31 －21 �第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター�3 3 1 4－7 2 1 1
〒１６６－０００４　阿佐谷南1－47 －17�第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター�3 3 0 1－7 7 2 0
〒１６７－００２２　下井草5－7－22�第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�3 3 9 5－5 0 8 5
〒１６７－００２３　上井草2 －28 －13 �第２・第４火曜日

八成区民集会所�3 3 9 4－0 9 8 9
〒１６７－００２１　井草1 －3－2�第２水曜日

高井戸地域区民センター�3 3 3 1－7 8 4 1
〒１６８－００７２　高井戸東3 －7－5�第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�3 3 2 9－0 6 0 5
〒１６８－００７４　上高井戸1 －15 －5�第２・第４月曜日

梅里区民集会所�3 3 1 7－3 3 1 0
〒１６６－００１１　梅里2 －34 －20 �第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター�3 3 9 8－9 1 2 5
〒１６７－００５１　荻窪2 －34 －20 �第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�5 3 1 0－4 6 3 3
〒１６７－００３１本天沼2 －12 －10 �第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�3 3 0 1－0 8 1 1
〒１６７－００３４桃井4－3－2�第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所�3 3 3 5－5 4 4 4
〒１６７－００５３西荻南3 －5－23 �第２月曜日

永福和泉地域区民センター�5 3 0 0－9 4 1 1
〒１６８－００６３　和泉3 －8－18 �第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�3 3 2 2－4 2 2 5
〒１６８－００６２　方南1 －27 －8�第１・第３水曜日

西荻北児童館（西荻北１丁目）では、ブルガリア

からの留学生テオドラ・ロザノバさんを招いてブ

ルガリアの遊びを教えてもらいました。ブルガリ

アの春の訪れを祝う伝統的なお祭り「マルテニッ

ツァ」では、小さな人形を作って友だちにプレゼ

ントする習慣があります。今日は、この人形作り

に挑戦。紅白の毛糸を使って３０分ほどで、てるて

る坊主のようなかわいらしい人形のできあがり。

ほかにも、ブルガリアのダンスやゲームで楽しい

ひとときを過ごしました。―３月１４日、写す。

ブルガリアって
どんな国？

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

　

井
の
頭
線
富
士
見
ケ
丘
駅

を
降
り
、
駅
前
の
商
店
街
を

南
に
歩
く
と
、
月
見
橋
に
出

ま
す
。
こ
こ
か
ら
高
井
戸
駅

付
近
に
か
け
て
、
神
田
川
の

川
岸
や
中
州
に
は
、
５
月
ご

ろ
に
な
る
と 
菖
蒲 
の
花
が
咲

し
ょ
う
ぶ

き
多
く
の
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
ま
す
。

　

神
田
川
の
流
れ
に
沿
っ
て

歩
く
と
す
ぐ
に
高
砂
橋
で

す
。
こ
こ
を
右
に
曲
が
り
坂

を
登
る
と
、
左
手
に
風
格
の

あ
る
塔
が
見
え
て
き
ま
す
。

こ
れ
が
浴
風
会
本
館
で
す
。

　

浴
風
会
は
、
関
東
大
震
災

で
被
災
し
た
お
年
寄
り
の
た

め
の
施
設
と
し
て
発
足
し
、

名
称
は
孔
子
の
「
論
語
」
に

由
来
す
る
そ
う
で
す
。
大
正

　

年
に
建
て
ら
れ
、
今
年
２

１５月
、
都
の
「
歴
史
的
建
造

物
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

浴
風
会
本
館
の
前
の
道
を

三
分
ほ
ど
歩
く
と
、
環
八
通

り
に
出
ま
す
。
こ
の
通
り
を

南
へ
三
分
ほ
ど
行
く
と
、
右

側
に
吉
祥
院
と
い
う
お
寺
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
高
井
戸

不
動
と
も
い
い
、
成
田
山
を

深
く
信
仰
し
た
上
高
井
戸
の

人
が
明
治
初
期
に
開
創
し
た

も
の
で
、
成
田
山
を
模
し
た

築
山
が
あ
り
ま
す
。

　

環
八
通
り
を
今
度
は
北
に

向
か
っ
て
し
ば
ら
く
歩
く

と
、
井
の
頭
線
高
井
戸
駅
の

ガ
ー
ド
が
見
え
ま
す
。
横
断

歩
道
を
東
側
に
渡
り
、
ガ
ー

ド
の
下
を
く
ぐ
る
と
、
高
井

戸
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
、
高
齢
者
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
、
温
水

プ
ー
ル
な
ど
を
併
設

し
た
建
物
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
建
物
前
の
広
場
に
面

し
て
、
「
高
井
戸
東
遺
跡
」

の
表
示
板
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
遺
跡
は
、
昭
和　

年
杉
並

５１

清
掃
工
場
の
建
設
に
伴
い
発

掘
調
査
さ
れ
た
も
の
で
す
。

旧
石
器
時
代
か
ら
近
世
に
至

る
複
合
遺
跡
で
、
出
土
し
た

 
石  
斧 
は
約
二
万
八
千
年
前

せ
き 

ふ

の
石
器
と
い
わ

れ
、
出
土
品
の

一
部
は
郷
土
博

物
館
で
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

清
掃
工
場
の

東
側
の
道
に
出

て
踏
切
を
南
に

渡
り
、
こ
ど
も

発
達
セ
ン
タ
ー

を
左
折
し
て
住

宅
街
を
通
り
抜

け
、
踏
切
を
渡

ら
ず
に
南
に
向

か
う
と
、
右
手

が
高
井
戸
図
書
館
で
す
。
図

書
館
と
高
井
戸
中
学
校
と
の

間
に
は
、
「
ア
ン
ネ
の
日

記
」
の
著
者
ア
ン
ネ
・
フ
ラ

ン
ク
の
碑
と
、
ア
ン
ネ
に
ち

な
む
薔
薇
が
顔
を
の
ぞ
か
せ

ま
す
。

　

こ
の
薔
薇
は
、
二
五
年
前

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
を
読
ん

で
感
動
し
た
高
井
戸
中
学
校

の
生
徒
と
ア
ン
ネ
の
父
と
の

交
流
に
よ
り
、
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。
５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
、
一
〇
〇
輪
ほ
ど
の

薔
薇
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
こ
か
ら
井
の
頭
線
浜
田

山
駅
ま
で
は
五
分
ほ
ど
で

す
。

　　　　　　　【コース】
　　　　　
　　　　　　　富士見ケ丘駅
　　　↓　　　　　↓
　高井戸東遺跡　吉祥院
　　　↓　　　　　↓
　アンネの 薔  薇 　浴風会

ば ら

　　　↓　　　　　↓
　　浜田山駅
　　（全行程約３㎞）

▲ 都の歴史的建造物・浴風会本館

▲アンネの薔薇
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�新日本スポーツ連盟　春季硬式テニス大会
　【日時】�５月６日�＝ミックスダブルス�５月１３日�＝男女ダブルス�５月
２０日�＝混合団体戦（男子・女子各２～３名・計４～６名でチーム編成）／いずれも
午前９時～午後５時（区後援）【会場】��松ノ木運動場（松ノ木１‐３‐２２）�上井
草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在勤の方【定員】��８０
組�２４チーム【参加費】��１組３０００円�１チーム５０００円（当日持参）【申込み】往
復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）に、参加者の種目、所属クラブ名（�はチーム名
と参加メンバーも記入）も書いて、４月２１日（必着）までに新日本スポーツ連盟・益
子弘俊（〒１６６‐０００３高円寺南４‐４９‐１)へ【問合せ】同連盟・益子�３３３０‐９７７７
（午後９時～１０時）
�第５０回杉並区少年剣道大会
　【日時】５月２７日�午前８時４５分～午後５時３０分（区共催）【会場】上井草スポ
ーツセンター（上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在学の小・中学生で杉並区
剣道連盟登録会員の方（申し込み時に登録できます）【保険料】３００円（申し込み
時に納入）、登録料（中学生１０００円、小学生無料）【申込み・問合せ】４月２０日～
２９日に区剣道連盟事務局・福山（〒１６７‐００３２天沼２‐４‐１井上ビル３号館管理
事務所内�３３９１‐１８１３／午前９時～午後５時）に持参。電話での申し込みはでき
ません【備考】車での来場はご遠慮ください
�杉並区卓球新人戦
　【日時】５月１３日�午前９時～（区後援）【会場】高円寺体育館（高円寺南２‐
３６‐３１）【種目】男女別シングルスＡ・Ｂ（Ａ＝優勝経験のない方、Ｂ＝入賞経験
のない方）、男女別ダブルス（優勝経験のない方）【対象】区内在住・在勤・在学
の方または区内のクラブに所属し東京卓球連盟に加盟している方【参加費】シン
グルス６００円（高校生以下４００円）、ダブルス１２００円【申込み】参加種目、住所、氏
名、電話番号、所属チーム（あれば）を書いて、５月２日（必着）までに参加費
（定額小為替か切手または現金書留）を添えて、区卓球連盟事務局（〒１６６‐０００４
阿佐谷南１‐７‐１�タマス）へ【問合せ】同連盟・大沼�３３１４‐６６２４（午前９
時～午後５時）【備考】優勝・入賞経験がないかご確認ください
�ジュニア・マスターズ水泳大会
　【日時】５月１３日�午前９時～午後４時３０分(区共催）【会場】高井戸温水プー
ル（高井戸東３‐７‐５）【対象】�ジュニア＝区内在住・在勤・在学・在クラブ
で大会当日１８歳以下の方�マスターズ＝区内在住・在勤・在学・在クラブ・区水
泳連盟会員の１９歳以上で、定期的（週１回以上）に泳いでいる健康な方【定員】
各２５０名【参加費】�３００円�６００円【申込み】所定の申込用紙（社会教育スポーツ
課、区立温水プール、各水泳クラブにあります）に必要事項を記入し、事前に連
絡のうえ４月２４日午後４時までに参加費を持参し次のいずれかのクラブへ（リレ
ーを除き、１人２種目まで）�ヴィムスポーツアベニュウ（宮前２‐１０‐４�３３３５
‐６６４４）�シグマスポーツクラブ（和泉４‐１‐１�３３２５‐６１８１）�スポーツハ
イツスイミングスクール（堀ノ内２‐６‐２１�３３１６‐９９８１）�高井戸スイムクラ
ブ（高井戸東３‐８‐２０�３３３３‐０００７）【問合せ】区水泳連盟・神田�３４２８‐１７１９
（午後２時～７時）

�障害者のためのわいわいスポーツ教室～広場で遊ぼう
　【日時】５月２６日�午前１０時～正午【会場】蚕糸の森公園運動場（和田３‐５５‐
４９）【対象】区内在住・在勤・在学の１５歳以上で障害の程度の重い方【定員】３０名
【参加費】無料【申込み・問合せ】申込書（福祉事務所・体育施設にあります）に
書いて、４月２０日までに社会教育スポーツ課へ。申し込み多数の場合は、抽選
【備考】①一般の交通機関の利用が困難な方は、リフト付きバスの送迎が利用で
きます②当日手伝っていただけるボランティアを募集（社会教育スポーツ課へ）
�卓球　○す 教室番号１３１７
　【日時】５月１５日～７月３日の毎週火曜日午後３時～５時（計８回）【会場】荻
窪体育館【対象】区内在住・在勤・在学の初心者【定員】４０名【参加費】１６００円
【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）で、４月２１日（必着）までに荻
窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合
せ】同体育館�３２２０‐３３８１【備考】託児（３歳～就学前）あり
�ゲートボール　○す 教室番号１２２４
　【日時】５月２０日～７月８日（予備日１日を含む）毎週日曜日午前１０時～正午
（計７回）【会場】上井草スポーツセンターゲートボール場【対象】区内在住・在
勤・在学の方【定員】４０名【参加費】１５００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ
記入例参照）で、４月２１日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３
上井草３‐３４‐１）へ。申し込み多数の場合は，抽選【問合せ】同スポーツセン
ター�３３９０‐５７０７【備考】託児（３歳～就学前）あり
�バドミントン　○す 教室番号１２９０
　【日時】５月２２日～７月１０日の毎週火曜日午後１時～３時（計８回）【会場】高
円寺体育館【対象】区内在住･在勤･在学の方【定員】４０名【参加費】２４００円【申
込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）で、４月２１日（必着）までに高円寺
体育館（〒１６６‐０００３高円寺南２‐３６‐３１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問
合せ】同体育館�３３１２‐０３１３【備考】①車・バイクでの来館はできません②託児
（３歳～就学前）あり
�ウォーキング　○す 教室番号１３１１
　【日時】５月１７日～６月２８日（予備日１日を含む）の毎週木曜日午前１１時～午
後１時（計６回）【会場】下高井戸運動場【対象】区内在住・在勤・在学の方【定
員】５０名【参加費】１０００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）で、
４月２１日（必着）までに下高井戸運動場（〒１６８‐００７３下高井戸３‐２６‐１）へ。申し
込み多数の場合は、抽選【問合せ】同運動場�５３７４‐６１９１【備考】託児（３歳～就
学前）あり

競技大会 �親子で水遊び　○す 教室番号１２６４
　【日時】５月１２日～６月１６日の毎週土曜日午後２時～４時（計６回）【会場】上
井草スポーツセンター温水プール【対象】区内在住・在勤・在学の親子（子ども
は３歳から就学前まで）【定員】４０組８０名【参加費】３０００円【申込み】往復ハガキ
（４面ハガキ記入例参照）に親子の氏名も書いて、４月２１日（必着）までに上井
草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ。申し込み多数の場合
は，抽選【問合せ】同スポーツセンター�３３９０‐５７０７
�盲人卓球講習会
　【日時】４月２２日�午前９時～午後１時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
【対象】身体に障害をお持ちの方【参加費】無料【申込み】希望者は、直接会場
へ【問合せ】同体育館�３２２０‐３３８１

�フィットネスセミナー　シェイプアップ
　【日時】５月８日～２９日の毎週火曜日午前９時～１１時（計４回）【会場】上井
草スポーツセンター・トレーニングルーム【対象】区内在住・在勤・在学の方
【定員】２０名【参加費】無料（入場料として４００円必要）【申込み】往復ハガキ
（４面ハガキ記入例参照）で、４月２４日（必着）までに上井草スポーツセンター
（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】
同センター�３３９０‐５７０７【その他】セミナー開催中は一般利用できません
�いきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログ
ラム（①成人病予防②シェイプアップ③体力アップなど）を作成し、健康づくり
のアドバイスを行います。
　【日時】５月１９日�午後１時３０分～４時３０分【会場】上井草スポーツセンター 
【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】２０名【参加費】５００円【申込み】往復
ハガキ（４面ハガキ記入例参照・１プログラム２名まで連記可）に、生年月日、
希望するプログラム番号（①～�）、以前受けた方はその日を書いて、４月２１日
（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ。申
し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センター�３３９０‐５７０７
�上井草スポーツセンター春のイベント
　【日時】５月１３日�午前９時～午後９時【会場】上井草スポーツセンター（〒
１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在勤・在学の方（種目により指
定あり）【内容・申込み】下表のとおり【参加費】無料【問合せ】同スポーツセン
ター�３３９０‐５７０７【備考】駐車場は有料です

〈上井草スポーツセンター春のイベント〉
申込方法募集人員時間種目

往復ハガキ(４面ハガキ記入例
参照）に、大会名（バウンドテニ
スかインディアカ）と｢わきあい
あい｣か｢ハッスル｣のランクも
書いて、４月２８日（必着）までに
上井草スポーツセンターへ

４０名
午前９時～
午後１時

大会
（バウンドテニス）

 体 育 室
９０名

午後１時～
　　５時

大会
（インディアカ）

当日受付自由参加

午後５時～
　　９時

無料開放
（バドミントン）

午前９時～
午後１時

無料開放（剣道）

 小体育室
午後１時～
　　５時

無料開放
（なぎなた）

午後５時～
　　９時

無料開放
（ラージボール卓球）

往復ハガキ(４面ハガキ記入例
参照・１チーム１枚）にチーム名
と一般か小学生かを書いて、４
月２８日（必着）までに上井草スポ
ーツセンターへ

一般・小
学生とも
４チーム

午前９時～
午後５時大会（野球）

 運 動 場
往復はがき（４面ハガキ記入例
参照・１チーム１枚）にチーム名
も書いて、４月２８日（必着）まで
に上井草スポーツセンターへ

２チーム午後５時～
　　７時

無料開放
（サッカー）
※半面使用

当日受付自由参加

午前９時～
午後３時

無料開放（弓道）
 弓 道 場

午後３時～
　　９時

無料開放
（アーチェリー）

午前９時～
午後５時

無料開放
（ゲートボール）

ゲートボー
ル場

往復ハガキ（４面ハガキ記入例
参照）に団体の方は団体名と希
望時間枠、個人の方は希望時間
枠を書いて、４月２８日（必着）ま
でに上井草スポーツセンターへ

個人１２枠
団体１２枠

午前９時～
午後９時
２時間１枠

無料開放
（硬式テニス）

 庭 球 場

往復ハガキ（４面ハガキ記入例
参照）に付添いが必要な方は、そ
の方の氏名・年齢も書いて、４月
２８日（必着）までに上井草スポー
ツセンターへ

６０名午前９時～
　　１１時

水中
レクリエーション

 プ ー ル

当日受付

自由参加

午前１１時～
午後９時

無料開放（個人利用）
※１コース＝水中歩行

当日受付（定員になったらお待
ちいただくこともあります）

午前９時～
午後９時

無料開放（個人利用・
１人３時間以内）

トレーニン
グルーム

当日受付午前６時～
　　１０時

個人利用

ジョギング
走路

往復ハガキ（４面ハガキ記入例
参照)で、４月２８日（必着）までに
上井草スポーツセンターへ

６０名
午前１０時～
正午

ウォーキング
セミナー

当日受付自由参加
正午～
午後９時個人利用

その他

スポーツ教室　○す …すぽーつねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約など
のサービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、４月１１日午

前８時からハガキの締切日の午後１１時までです。


